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研究成果の概要（和文）：(1)英語圏の科学史研究において援用され始めた「ネットワーク」概念に対して、私たちは
情報・知の不平等な流れや偏在、そこに権力の問題があることを実証した。植民地科学において生産される知には、一
方的な収奪という視点からは見えない「ハイブリッド性」があるものの、そこには支配とポリティクスを読まねばなら
ない。(2)台湾人が朝鮮の医学校に入学したケースや、京城・台北帝国大学での科学技術研究の成果が他の植民地に適
用されるケースを通じて、植民地間の人的・知的交流を解明した。(3)満州や朝鮮での大型プロジェクト経験を積んだ
日本人技術者の「戦後」活動を掘り起こし、帝国期との連続性研究に可能性を発見した。

研究成果の概要（英文）：(1)We have demonstrated that there were unequal flows and uneven distributions of 
information and knowledge in the interior of Japanese imperial network.(2)We have clarified the facts of 
interaction between people and knowledge through colonies.(3)We have found the possibilities of 
discussion on the continuity between the Imperial and the post-Imperial.
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１．研究開始当初の背景 
(1)日本国内では、個別専門領域の地域史・植
民地・「帝国」日本研究が蓄積されてきた。
応募者の植民地期朝鮮医学史研究はもちろ
んのこと、本研究の分担者となる研究者も含
めて、次のような著作かが刊行されてきた。
飯島渉の医学史研究(『マラリアと帝国―植民
地医学と東アジアの広域秩序』東京大学出版
会、2005 年)、坂野徹の人類学史研究(『帝国
日本と人類学者 1884-1952 年』(勁草書房、
2005 年)、金凡性の地震学史研究『明治・大
正の日本の地震学-「ローカル・サイエンス」
を超えて』(東京大学出版会、2008 年)など。
いずれも、上記の概要にて示した下記「研究
の目的」1) に関しては考察を向けているもの
の、「研究の目的」2)と 3)の観点に関しては
不十分もしくは欠如している。たとえば飯島
の研究では、マラリア研究を医療と衛生事業
の展開から検討しているが、3)の観点、つま
り動物学との関連については指摘できてい
ない。この点は、瀬戸口明久「医学・寄生虫
学・昆虫学」(『科学哲学科学史研究』第一号、
2006 年)の研究が示唆的である。また、本研
究の課題と共通する問題意識があると思わ
れる『岩波講座「帝国」日本の学知 第 7 巻:
実学としての科学技術』が刊行されるが、寄
せ集めの論文集という域にとどまり、扱われ
た専門分野も非常に限定的で、本研究の課題
意識の根底にある渇きを癒すものではない。
その意味で、本研究が目指す「帝国」日本科
学史研究は、従来の国内先行研究の 蓄積に
依拠しつつも、より包括的で、かつ細部の知
識関係に目配りをした研究と位置付けるこ
とができる。  
 
(2)一方、国外に目を向けたとき、とくに韓国 
と 台 湾 での植民地科学史研究の活況は目覚
ましい。韓国の研究に限定するならば、この 
15 年ほどの間に急速に進展し、いくつかの 
代表的通史が登場してきた。科学史では金
根培『韓国近代科学技術人力の出現』(2005)、
医学史では奇昌徳『韓国近代医学教育史』
(1995)を嚆矢として、申東源『韓国近代保健
医療史』(1997)、パク・ユ ンジェ『韓国近代
医学の起源』(2005)がそれに該当する。また、
開港期からの西洋宣教医療史 を描いた李萬
烈『韓国キリスト教医療史』(2003)は、植民
地朝鮮と北米キリスト教本部の関係 を詳細
な史料から掘り起こしており、「帝国」日本
医学史をアメリカ医学史と繋ぐ回路を発見
し ている。一方、英語圏でも帝国日本科学技
術史に関する近年の研究では、次のような研
究書が高い評価を得ている。Yang Daqing, 
Technology of Empire: Telecommunications 
and Japanese expansion in Asia, 1883 
-1945, Harvard University, Asia Center, 
Harvard East Asian Monograph 219, 
2010.Janis Miura, Planning for Empire: 
Reform Bureaucrats and the Japanese 
Wartime State, Cornell University Press, 

2010. しかし、こうした研究はいずれも、制
度史、政策史、教育史に偏っており、本研究
が検討しようとする科学知識及び知識ネッ
トワークへの視点は欠如している。  
 
(3)これまで 3 度の基盤研究 C を通じて、
応募者は植民地朝鮮に限定した「地域史」か
ら、知識の権力関係・関係史への考察が重要
であると認識するに至った。たとえば薬理学
の場合、「内地」京都帝大医学部の薬理学・
森島研究室は、京城帝大、台北帝大、満州医
大に教授を供給し、やがては新京医大を巻き
込んだ帝国規模での人的・知的関係を構築し
ていた。また、現地伝統医をインフォーマン
トとしながら植物学・薬学知識を蓄積し、薬
用植物の化学分析と薬理学的実験を通じて、
新たな知識生産を行った。本研究は、応募者
の朝鮮医学史研究を発展させる同時に、そこ
で着想を得た知識ネットワークという見方
を「帝国」日本全体の科学知識に拡大させ る
ため、異なる分野の科学史研究者たちと共同
研究を行うものである。  
 
２．研究の目的 
本研究は、包括的かつ微細な視点から「帝国」
日本全体を見るものであり、資料収集にも時
間 がかかり、国外の研究者との会議、方法
論的な議論にも時間を費やしたいと考えて、
4 年間の期間を設定する。その中で、下記の
(1)~(6)に関して考察・解明することを目指す。  
 
(1)【本課題の基本】 
「外地」の研究、教育、調査機関などは、ど
のように整備されていったのか。「帝国大学」
中心の研究から脱し、満州医大、旅順工大等
の大学、研究所、各種専門学校、総 督府中
央試験所、試験場(農事、林業など)、観測所
(地震、気象)、調査所(地質など)、博 物館、
植物園、動物園など、「外地」での制度史を
解明し、その背景を分析する。 
   
(2)【医学・薬学班】 
1満州、関東州での医学と、朝鮮及び「内地」
とのネットワークはどのように形成された
のか。 
2	 帝国日本の南方進出と台湾医学、植民地
医学の関係を解明する。 
   
(3)【農学・生物学班】 
1「外地」農学者の自然観、在来農業観を抽
出し、その特質を明らかにす  る。 
2「外地」でのアマチュア、採集家、帝国大
学や農事・林業試験場の専門家のネットワ 
ークはどのように形成されたのか。 
3 植物園、動物園、博物館は植民地統治にと
って、どのような役割を果たしたのか。   
 
(4)【地球科学班】 
1 地震に関する帝国日本の知識生産システム
が植民地をどのように包摂していったのか



 

 

(またはしなかったのか)。 
2 帝国全体での放射性鉱物探査の歴史を追跡
することで、「内地」理化学研究所と「外地」
機関との関係を明らかにする。  	
 
(5)【人類学班】 
1 台北帝大医学部の形質人類学研究の全貌を
明らかにすると同時に、とくに日本帰国後に
「渡来説」と呼ばれる日本人起源論を提唱し
た金関丈夫(1897~1983)の植民地経 験の意
味について考察する。 
2 朝鮮人による人類学研究とアカデミズム
「京城人類学派」と の関係、その植民地的
性格とはどのようなものか。 
3	 帝国日本の人類学にとって、沖縄、ア イ
ヌとはどのような位置を占めるのか。   
 
(6)【「科学と帝国主義」理論・方法論班】 
欧米の帝国主義国家との比較を行い、帝国日
本の知識ネットワークの特質を抽出する。   
 
３．研究の方法 
	 本研究は、その目的(1)から(6)を 4 年間で
達成するため、次のような計画・方法を採用
する。1	年目は目的(1)の達成を目標とし、
同時に目的(2)から(6)は以下の各班が担当
し、4	年間で研究を完遂させる。	
	
	 方法としては文献研究が主となるため、国
内外での資料収集、先行研究書及び	論文の
収集整理を行い、その途中経過を年 3	回程度
の班別研究会で報告、年 1回の全体報告会で	
全員が発表する。また、年 1回の国際会議を
必ず実施し、海外の研究協力者な度を招聘し、
国際的な場で研究成果を報告、議論を行う。
4 年目の最終年度には神戸大学にて大規模な
国際会議を	開催し、研究の総括を行う。そ
こで報告された内容をベースにして、代表者、
分担者全員が執筆する共著書『帝国日本科学
史研究』(仮題)を刊行する予定である。		
	
４．研究成果	
	 各班の個別的実証成果は、下記に示した論
文、学会発表、図書において具体的に示され
ているので、ここでは省略する。なお、成果
報告書は冊子として作成しているので、そち
らを参照のこと。	
	
	 慎蒼健・塚原東吾編集『科研費・基盤 A「帝
国日本の知識ネットワークに関する科学史
研究」報告書』、一印刷、神戸、2016 年 3 月
発行。	
	 	
	 したがって、ここでは全体的成果として、
目的(6)「科学と帝国主義の理論」に関する
部分を抽出しておきたい。	
	
(1) Bennett たちが提唱する「ネットワーク」	
概念には、不均一で矛盾に満ちた「大英帝国」
の性格と、その科学との関係性を理解する上

で有効な概念となりうるものの、自由な知識
や情報の交流があるわけではなく、情報や知
の不平等な流れや偏在、そして権力の問題が
あることを考慮に入れる必要がある。伝統医
療や本草学的知識は収奪の対象であり、帝国
の知識ネットワークで流通する際にその知
識は切断、変更、加工がなされた。	
	
(2)一方、植民地科学は植民地から知識収奪
をしただけで出現するものではなく、植民地
化される側の知を「ハイブリッド」化して成
立してきた側面もあるという指摘がある。し
かし、抑圧者と非抑圧者という単純二分法で
分けられていた存在が混合するわけではな
い。本研究を通して、ハイブリッド性とは複
雑な重層性や多面性が重なり合うことであ
り、抑圧者とされる側の中にある複数性や、
非抑圧者の中にミクロポリティックスがよ
り複雑に、そしてダイナミックに混じりこむ
現象を指していることがわかってきた。特に、
この問題は台湾人、朝鮮人医師たちのアイデ
ンティティを検証することで理解を深める
ことができた。伝統医学を否定し西欧医学で
武装した台湾人・朝鮮人医師たちを単なる帝
国主義への協力者として切り捨てるのでな
く、「医学の近代性」（ロー・ミンチェン）に
希望を繋いだ現地医学者として見る可能性
が開かれた。	
	
(3)従来の「帝国」日本研究では、「内地」と
植民地の間の人的・知的関係が重視され研究
されてきたが、本研究では植民地間の人的移
動の実態について一定の成果をあげること
ができた。台湾の高校生が朝鮮・京城の医学
校を受験し入学した背景など、これまで顧み
られなかった歴史を発掘した。また、京城帝
国大学や台北帝国大学での科学技術研究の
成果が、他の植民地に応用・適用されるケー
スに着目するアプローチも一定の成果をあ
げることができた。	
	
(4)1945 年の政治的断絶に対して、科学史の
連続性という観点から研究するアプローチ
を重視した。結果として、満州や朝鮮での大
型プロジェクト（水力発電や総合開発事業な
ど）経験を積んだ日本人技術者が、戦後日本
の海外技術援助に参画し、冷戦下という新た
な状況下でも思想的側面での連続性を保持
していたことが解明され、今後の「連続性」
の議論に可能性を見出した。	
	
(5)科学史研究に対するラディカルな批判も
生まれてきた。分担者である瀬戸口によれば、
科学史叙述は人間が何をしたのかという問
いの圏内（人間中心主義）にとどまるが、実
際の科学史研究からわかることは、人間が環
境に振り回されるという事態であり、こうし
た観点から科学史叙述の転回を探るべきだ
という問いが投げかけられた。	
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